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（1972）年 6月 9 日、かつての厚生省案とほぼ同一内容の「毒物及び劇物取締法の一部を改正
する法律案」が自民、社会、公明、民社の 4党共同による議員提出の法律案として第68回通常
国会に提出され、同日中に衆議院本会議で可決、 6月16日参議院本会議においても全会一致で
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、接着剤および塗料







増加傾向に対処すべく、昭和50年 8 月、毒・劇法32の 2 「興奮、幻覚又は麻酔の作用を要
する物」にトルエンそのものを追加するとともに、毒・劇法施行令 5章の 2、毒・劇法指
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の撤廃と「物質関連障害および嗜癖性障害群（Substance-Related and Addictive Disorders）」の採
用の影響もあり、（薬物に代表される）物質のみならず広く行動（例：ギャンブル、セックス）
や人間関係（例：虐待、ハラスメント）にまで拡大された新たな概念として「嗜癖」がリバイ
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